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･1 4 可 東 期 支 部 感 藤
生むトキンソンヰよの城棚t苛

茨城県支部長 清水 昇勝

嘗さん､お早う御座います､只今ご紹介頂

きました｡満水で御座います｡本日は､ここ

県総合福祉会館に於いて､第14回定期支部総

会を開催出来ました事を感謝申し上げます｡

又､今日ここに参加の会鼻の皆様には､七

体の大変なところ県内各地よりお集まり下

きいまして､お菜申さまで都塵いました一...I-. _.-
･昨年5月､斬 患者の医療費に患者負担が

導入されましたU今年､医療保険制度 ｢抜本

改革｣-′と輸して高齢者健保の創設や藁如 参照価格制簾の軌 など1患者負担を増大させ

る制度改悪が次々と打ち出さ咋ています｡不況による福祉施策の後退､介護保険の創設な

ど様々な問岳が明らかになって嘗善した｡我々難病患者にとってほ希望の光さえ奮う苛帝

な糊 です｡ 〆 芋 茎 '≡∵ JJ

こa!よう嘩 JPC(軸 鼻 :L#画 廊 拳 )や庖 畠 L_E｡1一尊 ･準 愚

考･日本二周汝励マラソ?JGL7月下旬か由2月謹儀2純 をか航 全都適時県の県庁を
ザ ~ 均 ,1: -

･S5ね知軒 ｢発病 ･.期 唇性疾軸 医秦野 無料 こ邸 専 断 長 盛 麺 虻の唾 を

訴えて占りますO- こiま､詳魂 疎 畢 い新 緑 ≡妄h･:l 車盲 と-I. 恕 号

--地 溝,--舶ABi～6日 (7昨 イた 卓ランド､隼 )野 菜県飯 の:ト高 車 づイホ. ご 7 岬 . 1L Lb 1

二 義テクに率い針 第2回7ジア･太平肇 - ン:,･ン甲 軍 医シ三ポ湘 高 森 中 れ
･ま号｡ごのか のイベントを今年の活蛎 鉢 (盛 とし趨 げまし毒｡とぅ敷 重義魂 ､苛 . .ti･

声 t<春繭射 ます｡午後軸 大学院嘩 克埠 る 唐 誓 ㌘ ･肇恒･J ■ 下 浴 ､二 Ll.t･ ･ I

､-瞥リ寸と題して諌瀧があります与皆様と一掛ここ拝聴をしたいを畢励まず｡この後､こ

き遠 さ完ま霧 散の､車 ･メッ妄-ジに婚 た益 る撃.iLと連帯重 義 細 長 おヤそ 三苛 .ヾ

ま襲ボラン毒イ争 増 様It心から感
～き .,_-L ･;ど

り･ますも.最後に今E]朝早死より､お手伝い頂いており

謝申し上げまして､ご挨拶と致します｡
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茨 城 県 支 書fS第 1 4 13i]定 期 栂 会

祝電 ･メッセ-ジの瀬介

メッセージ.ヽJ

▼ 全国パーキンソン薪友の会茨脚

の昔様､貴支部算14回耗会園健にあたって

千葉県支帯会旦一同を代表して心からお祝

いのご挨拶を送ります｡

'真支部は私たちにとって､利根川の川す

じひとつへだてただけの最も近いお隣りの

県として､又､1995年 (平成7年)の弄19

雄 会･茨城大会靴 の責任をりっばに果

たされた先進的な支部として､尊敬する犬

切なお仲間です｡
-1r一一､- ･･+'r
バーキンソツ薪をまっ･Tいる者には､又,∨.しL.I･ -(･-
そ一の家族には､いちばん揖しく､も､ちぽん

助与になることは一党妊患者の健脚でばな

いでしょうか｡ああ､あの方も病苦を持ち

ながち､力いっぱい生きておいでになる､

そう患いだけで自分自身も勇気が鳶t'1てき

ます｡言う換えれば､私たち白身が､病気

-とたたかいながら､蓬しく生きてゆ く事が

同僚患者の皆さんの大きな心の支えになる

のだと思います｡

支部と支帯の関係にも同じ革がいえるで

しょう､茨城県支部のご健糊は南どなりの

私たちをどんなに助ましてくれるでしょう｡

第19回全国捨金･軸 大会の時は､千葉

県から7名の参加者が皆様のお世話になり

ました. ＼

今年は10月5日6日､千葉県浦安舞浜の

ホテルで､アジア太平洋パーキンソン和

姦Eg蕨シンポジウムが開かれます｡貴支部

からご参加の方々と会場でお眼にかかる事

を菜しみにしております｡

貴支部第14回定期密会のご成功を祈り'ま

す｡普様どうぞも大事に｡

1999,4,ll

全国パーキンソン病友の会千葉県支部

支年長 西洋 井- #

メッセージ

▼ 平素から貴支部には多面にわたりご指

導ご1監点いただき感謝しております｡この

度行われる定取捨会の日､岡山も春の交流

会を行う予定で､草書に追われている日々

です｡お互い患者会ですので呉々もお身件

こ自愛なされまして､パーキンソン清のな

くな●る日を信じてかんぼろうではありませ

んか｡

稔会行事が盛会に行われますことを祈る

とともに文金の発展と会長の昔様のご僻

を祈ってメッセージにかえさせていただき

ます｡

全国パーキンソン病友の会田tlJ県支部

支搬 青山 嶋子 種

- 3-



ー＼

- メッセージ

▼ 第14回全国パーキンソン薪友の会茨

城県支辞の定取捨章の盛況を祝し｡貴支

由のさらなる発展を祈会します｡

今後も手を取り合って福祉の向上に頑

張りましょう｡ 一

全国パーキンソン清友の会大分鼻支部

支搬 上杉貞治錐 棲

メッセージ

▼ 茨脚 第14回定期支珊 会のご

成功を祝し､昔棲めご僻 と会の益々の

細発展を心からお祈り申し上げます｡

全Egパーキンソン病友の会広島県支部

支津島 illB 和子 雀

メ･プセージ

▼ 今年､4月11日を縁会の日と定めら

れ､とり行うなわれる事､例え住んでい

る場所は違っても､同じ病気で苦しんで

いる薪友を患いやり後援することは当た

り前の串と存じます｡

捨金がスム-ズに行われ盛会雀に落丁

する様に鹿児島からもエールをお送りし

ます｡

全国パーキンソン病友の会鹿児島県支部

支年長 iE尾 重蔵 棲

. メッセージ

▼ 全国パーキンソン病友の会茨城県支部第

14回定斯軽会の騒催を祝し心よりお喜び申し

上げます｡

関係各位の並々ならぬご尽力に敬意を表し

会見昔様のご多幸と捨会のご成功を祈念いた

します｡

全国-'-キンソン病友の会岐阜県支部

支布長 足立 替技 棲 t

r1-

枚t

▼ 糞支串の第14固定純 金のご盛会を祝し

会員のせ横の棚 に留意Lt-EIも長く生き

る事をモットーにして頑張りまLJ'う｡全国

の仲間が枯東して反動医簾行政をただしてい

くために全体を強めて前進させ.ましょう｡

全国パーキンソン病友の会和歌山県支部

支蕃長 勉防 食 棲

メッセージ

▼ 脚 第14tg)定期支部鎗会のご帝催

本当におめでとうございます｡

私達を取り巻く状況はけしてよくありませ

ん｡患者同志が範臓を作りそれを大きなエネ

ルギーに変えて､より住みよい環境を求めよ

うではありませんか.貴支帯の今後益々のご

菟展とLll'''活種をお祈り申し上げます｡

全国パーキンソン病友の会兵阜具支缶

支部長 篇永 犠 感

- 4-



脚 の定研総会が盛会のうちら:進妙ら

れるよう連帯のメ･/セージを還ります｡

今後の菟最を祈念いた･します｡

金甲ベLIJキンソ㌢薪友あ会宮Ji県支部

-i- ー__,_.1=--.て･･J

メッセージ

-.- ー{⊥.
▼ 茨蜘 弄14固定耕支輔 会の碍健

を心よりお祝い申し上げますt,鹿史ある貴

支部の､Elごろの活発な活動に対し津く敬一･

意を表します｡新 着に対する医ま行如 八 ･:

益々厳しい情券ではありますが､お互いに

手を申9きい､息まし合って井に頑譲って こ

いきま七どう｡ jニー. -- i,-～.･.

:筆頭 準 転 鹿島衷 要顔 牽盛 の-･ミ_:-
tyI･･r∴ ′動をすずめていまず:fどうか女大会占表し讃J¶昔横蓑 誠 良 垂か由 緒 いたt･蹄 ｡ _

(ノーー男

∫_iても充分ご討議はただ蕃有革革な一日とな詫 全国 '̂ごキクソン勝 会哀脚 _-_ モ異 z

~ 華 撃 ,毒ユ三 '書 -_:
ー 8担います:義盛でも会いして以来書面で

-メッセージ

- ▼ 定雄 会のご盛傘聖 架空右書びipL--- I_-i～

て主げます｡貴支軸の発展毒祈念いたします 一

㌔ --ふとt,もに､今孝之もご脚 とをも臥 ､

--1五一申し上梓ます｡I- 一一･義 も
1チ7

q-全国バヰ ンソン病友の会徳島県支部

r二 発 一 寸 >q-対 聖 漂 ､空明 R -
⊥~Tt~.=jT

-' メプセ-ジ

ー;一一･T棚 義観 遍 ㌫ 這 幣

A.-1lLJ◆ユー__
--i芝をg:t<

▲■
i おめでとうございまずも

-- :* 職 聯 卿 の早期破出 せ
,_t芸才ノを要堕し戯 鰍 の中止と医ミ

-,-鼓 ,軸 旋抜本梯 反対】̀石を額い､この違-ty-
'ノー_男 L-.･ブ3:

}1,タセージ

P.-▼ _3包バーキンLJ:ン帯未申舎草野

･ 第1互固定耕挨会を心からお祝い申し上げま

-r -す｡-会員のせ様､-# して薪気に打ち

砕?て療養をおまけ下さい｡業済磨きに新

しい息吹を吹き込む全国一周マラソン大会

を成功させましょう｡

.再会でき､木琴嫡しく患います｡

･.~きて､定新軽重の開催には､用静 虻の

た担出席ができず譲に残金であります｡そ

土で定搬 会の再催を計毒しー遷宮を任さ

れた役鼻の方GJoご苦労に敬藍を要します｡

-~ 兼房であるこ卑帝気の治療には内科的治

'盛 (美卿 には耐転用があり､籍金的

には外科的治如 く必要になってくるのです｡

- 5-



症状には個人差があり､この病気と仲良く

友達としてつき合って欲しいと患います｡

麦支部のご蒐民を心からお祈りいたしま

す｡どうか宜しくお顔い致します｡頑張っ

てやりましょう､これをもってーメナセー

ジといたします｡

全国バーキン.tJン病友の会北海道支帯

支搬 LLJB 御 着

++

▼ 全国パーキンソン病衣の会茨奴県支帯

菜14回定期鍵会おめでとうございさす｡

昨年､厚生省は､特定疾患医療費の-一部

負担を私たちに押しつけてきました｡

私たちノ',.-キン./ン薪友の会臥 兼房患

者団体の中壊となって反対連動を患ってき

ました｡■これからも力を合わせて患者負担

を搬回させましょう｡

私たち新海支部はまだよちよち歩きです

が先]F支部の活動を見習って､患者 :声族

が不安無く簾養生活ができるよう努力をす

るつもりです｡茨奴焦支帯か益々先賢する

よう撮っています｡

全国パーキンソン病友の会新車具支部

支年長 者義 博 様

電子難

航面の都合で電文略させて頂きます｡

愛知脚 会長 ^牙 鍵貴 様

群馬臭支妬 支部長 塩沢 有司 硬

･++

▼ 茨奴魚支帯の昔さん､第14固定触 会

医療掛 金醇催､鼓におめでとうございま

す｡いつも格別のご協力を頂き､心よりあ

りがたく感謝しております｡不頼な天候に

も負けず､頑襲っておられる姿をいっも患

い浮かべております..少しでも兼しい療養

生活を送られ､病気の其の原因を突き止め､

一日も早く我々金具がハ-キンソン病から

開放される白倉で､病気と戦っていきたい

と患います｡お互いに頑弓長りましょう｡

全国パーキンソン薪友の会替玉呉支#

支部長 養田 拾 ′襟

祝電

▼ 籍会のこ盛会を祝し､あわせて貴会の

ますますのご菟吊をお祈りいたします｡大

阪も頑張ります｡今後共よろしくお敬いい

たします｡

全国パーキンソン病友の会大阪府支部

支帯長 逝繭 Iji一 種

E3ヨ

ー▼ 本日の大会を祝し､心よりお喜び申し

上げます､酵係各位の並々ならぬご尽力に

敬意を表しー大会のご成功を祈念いたしま

す｡

全国パーキンソン病友の会長野県支帯

支帯長 胡擁 弘芳 壌

- 6-



第 14回定期支部総会の総括

小雨が降る､あいにく日に､水戸市の茨城県経合福祉会館で第14回定期支部総
会が開催された｡給金弟二部の医療沸汝に､筑波大学大学院医科学研究科社会医

科学系教授鼓崖克子先生による ｢ステ手にケア ･楽しくリ- ビTJ｣ (家族と二人

～ヽ 三脚で顔連な生活を送る7㌧めに)と還して諾済 (スライ ドによる実践頼介と実技

溝菅を交えて)を拝聴しました｡尚､会場で新会長として3名が入会 しました｡

□ 日 時 平成11年4月11日 (El)午前10時30分.～午後4時
□ 場 所 一水戸市千液町1918番地 茨城県籍合福祉会虎4時大研修室
口 参加者 会員38名 家族35名 一般参加者25名 ボランティア3名

来賓 1名 合計102名 委任状51名

この井の総会 ･医療義旗を各マスコミが報道 して下さいました｡特に朝 日新脚

が写真いりの記事で報道 して下さいました事と善渡の先生が介護学で有名であっ

たために､大勢の一般参加者が東嶺 しました｡

簸会議長に寺門正次晦を遺出し､笥1号議案から算5号議案まで承認されまし
た｡第6号議集の現員蚤出で一部変わりました｡西野帝四価氏 ･久保首努氏 (昨
年7月死去)が辞任 し,ま.･した｡特LJ久保首氏は結成当時より役月を続けて頂きを

した｡故人の･=冥福を祈ります｡新に､守谷町の益田功氏が役貞t_=加わりました｡

新 役 旦 赤白 介

支 ､軌 長◆議 清 水 昇 捗 ( 石 陶 市 ) 中央地区担当

耐 果 敢 長 ◆ 櫨 本 番 久 (竜 ヶ 崎 市 ) 県南地区坦当
事 者 局 長◆◎ 清 水 晴 美 (石 田 市 ) 中央地区担当
事 務 局 旦◎※ 線 引 義 男 (笠 間 市 ) 〝

- " 寺 門 京 子 (那 珂 町 ) 県北地区担当

" ◎ 梅 本 耗 代 (･竜 ケ掩 市 ) 臭南地区担当

" 益 田 功 (守 谷 町 ) 〝
会 計 ◎ 大 森 誠 (水 戸 市 ) ヰ央地区担当

会 計 監 査◇◎ 小佐畑 . 弘 (都 珂 町 -) 県北地区担当
〝 ◇◎ 寺 門 正 次 ( 〝 ) 〝

凡例 ◆本部役旦 業県煮沸役員 ◎健常者 ◇手番局員兼務

〔プE)ッ ク活動に伴う世話人〕

日立保健所管内患者 ･家族会 君島 改堆

潮来 〝 〝 関口 貞夫

- 7-
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ステ辛にケア･美しくリハビリ

ー家族と二人三恥で快適な生活を送るために一

筑波大学大学院医科学医研究科社会医科学票数遵 故屋 克子 先隻

【講演レジメ】

わが国の高齢化は､欧米福祉国家が100
/

年から130年をかけて到達したのに比べ､

わずか､20数年という短い期間ヤ到達して

ます｡･このため.行政から医療 ｡介護や介

護の実践現場にいたるまで､高齢社会に対

する十分な準備期間もなく､有効なノウハ

ウの蓄積や社会システムのに大変な連れを

とってしまいました｡社会問題にまでなっ

た ｢寝たきり老人｣は医療の進歩を見すえ

た､ケア技術の開発の遅れによる結果と言

えるでしょう｡

高齢でも､病気や事故で障富が残っても

住みなれた街で､我が家で暮らしたいとい

うことは誰もが望むところです｡愛する家

庭や親しい友人に囲まれ､安心して満足で

きる生活を送るためには日常生活の手助け

をして下さる方が必要です｡ところが､こ

れまでの介啓は､家族が少しずつ助け合い

ながら手探りで行っていることが多く､-

ード肉体労働と福神的な負担で畢倒れにな

るような､嘘いイメ二ジが先行していたよ

うに患います｡

超高齢社会を不安なく迎えるためには､

｢隻たきり｣になりやすい条件を持った人

々の ｢襲たきり｣を予防し､やがては自ら

生津行動を獲得していけるように漠助する

ことが必要です｡

家族の負担を軽威し､優しさや温かさの

中で共に暮らせることを喜びとできるよう

な介護方法が持たれています｡

今回は ｢獲たきり｣の予防からリ-ビリ

まで､在宅での家族と二人三脚で快適な生

活を送るために生面支援技術の基本につい

てお話します｡

i.日本の高齢社会4現状と問題

1)少子･核家族化と高齢社会

2)備えなき憂い

2.生活援助の理論化 ･技術化

1)リハビリの考え方

2)生活支珪 (ケア)の基本

3,市民とともに築く新しい時代

1)スライドによる実践紹介

2)実技読習
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199脊細赫対策の卓期確立を要望する細書 TL一斗

署名 ..募金協力者 (敬称桔)

舌号 月 E),..住 所 二見. -'名 番号 月 日 住.蘇 氏 一 名

1 川‥ 7､瀬等市 ::四ッ谷 ,実 27 ll...,17 竜ヶ崎 花 沢.勝 美

2 Ilo_ 8 捨和町 ‥軒 先 音 市 28 〟 友部町 長谷川 悦 子
-3 ノ′一 .､那珂町 -寺 __門 京 子 29 ′′ 水戸市 豊 原 幸 子
~4 10..12..水戸市~i.大 津 .茂 雄 30 ー1_23 日立市.益 子 健 .吹
5 ′′◆ ′′.- 木 村 宇 美 3-1l: ′′ 吉河市 阿 苛 由美子
6 10ー14 日立市 三太.高 島.男 32 ll.24 水戸市 成 田 拳 .市,

.7 .'〝. 〟 :_加 藤 睦 '子 33 一一.25_j毒兼帯 書 落 _元

8 .ー0_J5 大宮町~三佐_強 攻 司 34 ll.27 水戸市 大 #∴清 .チ

9 10....16･L大洗町 石本.村 とみ江 35 .ー1.ー28.旭 村 安 達 .PBp~雄

10.10.19 牝的揃 二瓜 由 美 36 ll.30 笠間市 棉 -引 _玉 _,{子
1̀1 10_21 岩間町 -島 田 貴美子ー37 12.3 昔河市 村 上 静 ~代

12 〝■ 二石下一打 主監 田_ま さ 38 12.5_･高蒙市 松 田 千 ..二年
I.1._3-･10.27'=筆硯市 :f夢二井 故 意 39 〟 .水戸市 森 田 昭 事桟
ー1.4 ー0.29;東 町-;.二高.-柳 せ き.40 12∴9.守谷町 革 田 .初

…1.._5- ′′ 茎崎町 二本.◆村 -.- 安 41 12ー10 水戸市 _育 .部.､私‥子
'1-6 ′′ 若井市 ;JH,一円 育 子 42 12.ll 取手市 河 村 よ.しみ
･1-､7 :10_30 牝も年姉 モ展.山 長 男 43 12_16■開城町 山 口 公-彦

?.̀1∴8--.加_3.1,日立布 詠 一井 菊 子 44 12_19 水戸市 坂 本 俊 雄
119 〟 山方町 沖 ▲噂 雅 子 _4_5 12_21 8たちbi.山◆村._､不土乃
と+0 11二∴ 4.'東海挿 ･_./# 見 の ぶ 46- '〝 ･石田市 清′-水 ~昇 1億
.21 ll..5 玉里村 町 辺 ai,I- 47 ′′ /{ Ii 水 晴 美
212, ノ′ 牛久市 一線.田 ■弥 ■生 48 1Z.29 友蕃町 友 部._し ま

.2_3 _ー1, 6 明瓢町 青 竜 静 江 ･49 ′′ 牛久市 亀 川 .き…く
:'2=.4 ll. 8･.水戸市 ｢大 森 謀 50 12_31■竜ヶ崎 杉 ~田 安 子
25 ll.■9-藤代町 河■瀬 房 一子 51 2,13 那珂町 寺 _i_1 正 次 _

2r6 ll_..12 つくば 中 村 _正 子 52~ 〟 竜ヶ崎 鹿 本 坪 -代

･9 この恵名簿は1-999年5-月31l日-ftJPCの付 署名撫鼓-780:名 .-募金額 172ー564円
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皆様のご協力誠にありがと

うございました｡

支帯長 清水 昇梼

＼



一一3--､ 1- ▲℡L-
=-
平射1年 堪 動 雄

三互生 LL上._

~■一.▼Ir●ヽJWI=ri▼JノーヽヽJヽp---L･く一･･一･･一一′-コ亡..一刀一･･･,AT.ttI

驚 甜 雲 集 意 義 芸て
～t

パLl

1.7萎コミ､県や市町村の広報､･稀 ､都 巨億革を通 じ未加入潜在患者の発掘につとめ､

5 -I.二面唾に′毒ヰ 箪 第の奉 幣 ､軒｡し 産 tHt-I .母 ∴ 整 ',,.三㌧ 孟 三=Tlt.
--12-.地良別 (ブロック)活動の推進をはかります｡

T=.:3/2'%T:/.lLk 淀象(頬 桁:拳融,-ます書､-:t隻L:tJギ ーー:izi.TTi-
蕪/･主p-襲撃や､I-/こ'=～13 ㌧
鵡i-す二g_'畏 )1.

6.主脚 (支串だより)峯蛮行し
一芸完紛 議
警 _掛 .I-I:

8･〟.1_PkQの[21'蚊 をめざしそ √がん●t rJL~~

御岳議会(∫PC)
_ 弟2脚 会 _

'日時 1999年4月17日～4:月はEl

場所 宮城県東京 ビ ル -Il ~

1曲

一

∵
∵
･

子

･･'･'.･
J,
,

JIA一三⊥′.,_ __.._j｣py･ヾ ..

等 繁等 翠 讐 さ警 墾 讐 賢 二ノ｢
ばれ業病患者日本一周波由マラ

㌫〉藷ヒエ珊 一軒rLILJA一一IIAI

肋 茨 坊 努～賢

の 醜 時 rノ ー1 1- ':鳥 馳 邸 轍 時 rノ _

､ミこ _ ′｢

を掛 ､ら鳶ざける医脚 改垂に反
対する′

- I -. , JPC細 筆 一 ･言 言

蒸 EIL* 19野 今月卵 諒 一㌦一一T--ミ ヤ
;.Ti集 会 か午触腑 だ11時 卑

ホ代弼 敬 一, 車 IA-::
梢 告鞘 -吉 -･Aa% =':_..丁 -'らy}1.ヘ ーーー
*儲峯■鞍上･=I.ラ:-LTJ-

_:三.JT;: 慧 欝 撃 ~軸 -
･一･J医要録咽 た床材す造国会請雇'

行卿 こついて｡

･弟14固持会の開催について '一

一.I態全集出畿蕪につr51て .

･介蓑保坂と榊 について ･その他

*幹栃 午1痕1時一午後3時 _I

轟 会場 衆鼓匠第2議員数 貯11会議室

) 参加者 .全国から'_69名tR(茨城色名)-II_

g:考名鼓io万人免_(茨城1元8妄人)-
1 紹介掛 一

･*衆議格 員-,1.04名Or義貞 - .i /...

*参議棚 46名の畿鼻_
A.て1._1I_iヽ

茨奴魚遠出 久野恒夫一 ･jJ､林 元 鼓員

_◇茨発達-JPC幹事 清水 昇好 参加

◇〝 オブザーバ- 清水 晴美 〝
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第2回アジア太平洋パーキンソン青垣全国麻シンポジウム

日時 平成11年10月5日-･6日

場所 シェラトングランデ薪ベイホテル

浦安市井浜1-9も047-35515555

日的

アジア太平洋地域のパーキンソン稀に悩

む方々､並びにその治療 ･看護 ･介護 ･羨

助に当たっておられる方々への､パーキン

ソン掛 こ粥する最新情報の提供と､国藻交

洗 ･学術交滝を目的としています｡そして

これがアジア太平洋地域のパーキンソン病

に悩む方々の療養や生活の向上の一助とな

ることをめざしています｡

事務局 東京都文京区木耳2-1-1

順天堂大学脳神経内科

水野美邦 大場志津子

電≒031381313111

0シンポジウム1

パーキンソン病の症候と診断

*パーキンソン病の軽罪症候と診断

*パーキンソン病の画像診断(淑Ⅰ,SPECT)

*パーキンソン病の画像診断(PET)

*進行性楼上性麻序及び二次Jiヰ〃ンニズム

*グラム島のパーキンソンニズム

○シンポジウム2

パーキンソン病の拾簾 ･

*パーキンソン病葉物治療の方針

*パーキンソン病長期治療に伴う問題点

*症状の日内変動に対する対束

*パーキンソン病の外科療法

*パーキンソン矧 こ対する理学 ･作醜

く⊃シンポジウム3

*パーキンソン病の原因

*中国におけるパーキンソン肩の疫学

*パーキンソン病遺伝的要因

*環境因子とパーキンソン病

*若年発症のハ-キンソン病.

(⊃シンポジウム4

*韓国における抗/iiンソン清美の塩味評価

*,叫 ンtJン病治療E榊る阻害垂 ･阻害薬の役割

*神経触由保税 の現在と未来

*辻伝子治療の将来

○シンポジウム5

*中国におけるバヰンソン病治療の:現状

*インドネシア 〟

*パキスタン 〝

*7.II)tI> ･ N

*スリランカ 〝

*ベ トナム 〝

○シンポジウム6

jlヰンLJン病患者サービスの向上をめざして

*ニ1-乃1/F砧ける患者サポートネットワーク

*韓国㈱ LJtヰ ンソン病患者叫治療と医療制度

*台湾に紺る# /iヰンtJン病患者のケアシステム

*日本パーキンソン病友の会の教育活動

以上が6つのシンポジウムの内容です｡

- 13-



21牌 をめざL-.T

がん ば れ難 病 患 者日 本 一 周 マ ラソン〝

L主三
みんなの要求をもうて各軸 を妨ねよう｡
日本中の応練で厚生貧を包乾しよう｡

*ただちに難病医療費の患者負担をなくせ〝

*.健康保験の抜本改悪反対n L.
£′3-Lー~ J{ }
*j棒合的な♯病対策の早期確定をn

*難病患哀･辞書考･高鹿妻払†安心し七暮らせる由をめざそうd
.*すべての榔 患者に勇知 元気を.q

∫ . や'ー▲ 熊一歩二歩熱い愚t埴土あてJr I1--:､_I王 ,-}
~L. l-1､1､,

〟
l

t｡
一期間-1999年7月～11月

●主催日本患者･豪族団体垣蟻会(JPC)
.㌔.I-_
∴J-･

-
lti､~
L
栃由茨娩県斬10不テー
ジ実行垂膨全国バiキンソン革友
の会

●ラキナー井本和雑さん
(北海道在住)52歳のデザイナー

ーヽ
◆北海道稚内をナ月25日出発してから377日目の8月30日茨城県庁に到雅

の予定です｡12ー
5日目の11月26日東京都庁L･厚生省に到糟の予定で
す
｡

●茨城県桝EE噸儀会として7月30日午後4時墳にごやラソンラけ
｣が

茨城県庁に到着する白に集会を予定しておLJます｡】又､
栃木県より本県に入_り
千葉県に行くまでの行程に伴走者を募ります｡

-
14

-



がんばれ難病患者
日本一周激励マラソン

日程(予定)固
都道府APT助臍予定日
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【事務局だよりコ

◇ 21世紀をめざして､がルばれ発病患者EI本一周救助マラソンが8月

30日に茨城県庁に到着 します｡県庁で集会を予定しております｡

◇第2回7ジ7 ･太平洋パーキンソン病協会国蕨シンポジウムが10月
5日_(火)～6日 (水)浦安市舞浜のホテルで行います｡

■◇支部会報の原稿を募集 して居ります｡
◇年会費の未納の方､納入を宜 しくお節い申し上げます｡

_これからますます地方分権が進むなか､大事な耗一地方選挙が終り

･､街は平常にもどり｡いよいよ来年14月より介護保険制度が始まりま

す｡介護衰定などが平等l_=行われるよう望みたいものです｡ S

‥
-
-
jr一′tJ
.
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1
･･-Il
l-
I-
-
-

-
4
'･W
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編集者 全国パーキンソン病友の会茨城県支部

〒315-0.018 茨城県石岡市若松1-7-5

TR&fXl;0299-22-5580

郵便振替口摩番号;00300-4-380-42

発行者 身体障害者団体定期刊行物協会

〒157-0073･･東京都世田谷区砧6-26-21

TEL-;03-~3416-1689 頒価300円
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